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       会長テーマ              

繋ごう未来へ (心に残る 40 周年記念式典をみんなの力で)                                    

会長：美谷添里恵子  副会長：山下誠  幹事：畑中知昭   

  第１９３８回  平成３１年 ２月 ６日（水） 

本日の行事 外来卓話（宮川賢司様:十六銀行白鳥支店長）
2018－19 年度     美谷添里恵子会長          

幹事報告         畑中知昭幹事 

＊地区事務所より アンケート依頼 

・環境保全、青少年、公共イメージ 各委員

会 

＊ガバナー事務所より ガバナーノミニー

決定宣言 

2020-2021年度 劒田廣喜君(高山中央ＲＣ) 

2021-2022年度 浦田幸一君(伊勢中央ＲＣ) 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第１９３７回例会 

会長挨拶                        2018－19 年度 美谷添里恵子会長 

皆さん今晩は。先週の例会は出席率が３９．３９％という過去最低の記録でした。 

今日も心配しましたが、多くの皆さんの顔が見られてうれしいです。大体７８％くらいかなと思いま

す。先週の例会は人数は少なかったのですが、内容は充実して、とても良い会が出来ました。 

今日の会長の時間は、今注目の嵐の活動休止の話ではなく、猛威を振るっているインフルエンザの薬

の話をしたいと思います。昨年から新薬のゾフルーザという薬が使われるようになったようです。日本

のシオノギ製薬が開発して、去年２月に認可を受け、現在どんどん使われているそうです。今まではイ

ンフルエンザの薬は、代表的なタミフルやイレンザとかイナビルとかいろいろな薬があります。この薬

とどこが違うかというと、今までの薬は細胞の中で増えたウイルスが外に出るのを防ぐ薬だったそうで

すが、ゾフル―ザという薬はウイルスそのものが増えないようにする薬だそうです。この薬の特徴はタ

ミフルは錠剤を１日２回、５日間飲まないと効き目がないそうですが、ゾフルーザは２錠を１回飲むだ

けで効果が早く表れて、熱がひどくある人でも翌日には熱も下がるという薬のようです。感染を早期に

防ぐことを目的とするならとても有効な薬だそうですが、使い始めてまだ日にちも少ないので、実証さ

れていない為、耐性菌と言って、それに勝つような菌が出来てくる可能性もあるようです。様子を見な

くてはいけないということですが、子供は心配かもしれませんが、大人はこの薬のお蔭でインフルエン

ザの広がりがとても抑えられるような薬だそうです。先日、テレビのカンブリア宮殿でやっておりまし

た。この薬を開発したシオノギ製薬の社長の手代木功さんの話を色々されておりました、業界では手代

木マジックと言われるくらい、医薬業界は新薬の開発はとても難しいのですが、この方に掛るとマジッ

クの様に素晴らしい成果が出るという話をされておりました。 

新薬を世に出そうとすると、１品目でも１０年以上、研究の費用は１５００億円が平均だそうです。

一つの薬を開発するのに、それだけの費用と長い時間が必要と云う事なので、中々インフルエンザ等の

感染症の薬の研究をする製薬会社は少ないそうです。今はガンなどの薬を一生けんめい作っているそう

ですが、あまり身入りするものにはしていなかったのですが、ゾフルーザをシオノギは開発して、日本

とアメリカで認可を取り、昨年から使われてきたと云う事です。この手代木さんについて、印象的なの

は、とても対外的には頭が低くて愛想の良い方ですが、理想は高くて、会社の内に対しては厳しい人で、

厳しい製薬会社の競争社会の中、これから２０年先をどうやって生き残ったらいいのか、後継者を育て

ると云う事で、とても厳しい教育をして見えました。そして、ライバルと競争する時は１００対０で勝

つのではなく５１対４９で勝ちたいと、双方が生き残っていくためには、そういう勝ち方が良いのでは

ないかと言われておりました。長い研究日数と、大きな費用をかけて新薬を作り出していく製薬会社の

話が興味深く、見せていただきました。そしてすごい薬ができたのだと感心しました。 

もうしばらくすると立春になります。インフルエンザの流行も治まると思いますので、それまでは、

うがい、手洗い、マスクが一番良いと言われております、まずは、インフルエンザにかからないように

したいと思います。  

                                 



地区補助金について                         財団委員長 島崎秀樹君  

 岩谷君が委員長の頃から補助金のことは言われてきたが、近年は一人 100＄以上と云う事でかなり寄

付をしてきている。 

対象事業は・人道的プロジェクト、奉仕プロジェクトに使用できる。・財団の使命に関連していること。・

ロータリーに対する地域のニーズを掘り起こすこと。 

認められないもの・申請後の事業内容変更。・単なる寄付行為や他団体事業への相乗り。・式の不明確な

事業。・前年と同じ内容で同じ事業。・過度な飲食への支出や課題な看板、標識の作成。・すでにあるプ

ロジェクトへの支出。 

２０１９‐２０２０年の申請は１月３１日までなので、今回はできないが来期に向けて行かどうか。 

補助金担当の委員会を作るかどうか、委員長は申請から事業報告まで同じ人が担当する。 

申請は１２月１日～１月３１日まで。事業は翌年７月～３月まで。 

会員の意見(補助金をもらうかどうか、委員会をつくるかどうか。) 

・期をまたぐ為、委員会を設けたらどうか。(委員長を立てる) 

・委員長は財団委員長にしたらどうか。（委員会事業の一環として行う） 

・委員会を設けたほうが真剣に取り組むのでは？ 

・補助金をもらう目的で事業をしない方がいいと思う。 

・今まで行ったことがないので、ためしに行ってみては？ 

・今まで申請が大変なものだと思っていた。 

・ギリギリではできないので、すぐ行うように準備したらどうか。（委員長を決めて、１２月までに事

業を決めたほうが良いと思う） 

・毎年行っているクラブもあるので、ハードルは高くないと思う。 

・沢山補助金をもらおうと思わない方がいいと思う。 

・地区補助金を使ってＰＲする。 

・身の丈に合った事業をした方がいい（補助金をあてにしない） 

・今期はやる方向で準備をしていく。   

                    

ニコＢＯＸ                          ニコＢＯＸ委員会 井俣愛美君 

美谷添里恵子君 早いもので一月も残す所一日です。立春が待ち遠しいですね。 

畑中君 昨日一年ぶりの人間ドック。一年間健康で良かった。 

藤代君 インフルエンザにならないようにしましょう。 

三島昭君 早いもので一ヵ月過ぎました。一年を元気で過ごしたいと思う毎日です。 

美谷添生君 新年も早や一月過ぎ、穏やかな日が続いております。今年はスキー場の営業を辞めていま

すので気楽です。それでもこの時期雪が少ないのはこの地域では手放しで喜べないのが実情です。適度

な雪が降ると良いです。 

和田良一君 毎日寒い日が続きます。昼間は暖かいので、外で運動をしましょう。 

同文 三島勲君、寺田正実君、小島正則君、岩谷典生君、旭美香君 

石徹白君 本日は新年になって初めての例会出席です。会員の皆様、よろしくお願い致します。 

山口君 皆様の顔が見れて嬉しいです。よい例会にしていきましょう。 

佐藤君 インフルエンザにかかりましたが、タイミングよく薬が効いて大した熱も出ずに治りました。 

井俣君 今日は沢山の出席で嬉しいです。今年もニコＢＯＸお願いします。ゴメンナサイＢＯＸもあり

ますのでお願いします。                 (本日 15,000 円 累計 544,500 円)      

次回例会予定               

２月１３日 スポーツ例会(講師：樋口智子氏)    ２月２２日 ＩＤＭ（ホスト：山田敦君） 

２月２０日 クラブフォーラム           ２月２７日 高鷲例会 

   

出席報告                          出席委員会 山口里美君

 

 会員数 出席者数 欠席者数 補正者数 出席率 

第 1936 回 ３３名 １３名 １８名 ２名 45.46％ 

第 1937 回 ３３名 ２５名 ８名  75.76％ 


